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　　　　　　　第 1章　緒　　言

　 レ線照射に よる 自律祚經緊張状態 の 變動に 關 し

て は Tesionek レ線照射後の皮膚着色 と血壓下降

との 閔に
一
定 の 關係 あ り， そ れは皮膚交感神經末

稍 の
一

次 的 緊張低下 に よ る と 煮 い ， Rothmann

は 血壓下降は 色素沈着の 現 れな い 前 に 來 るもの に

して前者 と同樣交感神經末稍の麻痺な りと云 い ，

0 ．David は放射後 の 血壓下降は神經系の緊張低

下 に よ るもの に し て Ca を與 うれ ば 防 ぎ得 る と

し， 之 に よ りレ線の 全身作用 を説明 した ．

　Opitz
，
　 Risse は レ線照射 は體 内新陳代謝に 變

動 を與 え，Physostigmin樣物質 を生 じて副交感

榊經 を刺戟す る と云 う Cholinhypothese をた て

た ．Strauss　u ．　 Rother は家兎上腹部 を
一

定 の 條

件 に て放射 し血壓降下を來 し，Atropinに て 前處

置す る と防 ぎ得 る事か ら副交感禪經緊張亢進に よ

るもの ならん と云 っ た．Wolmershauser は種 ・マ

の 疾患 を有する婦入に 照射 を行 い ，血壓下降 を認

め ， 之は皮膚副交感紳經 の 直接刺 哉作用 に して ，

Pilocarpinの 副作用 とレ線宿醉は
一致する と云 つ

て い る．A ．　Memmesheimer は レ線宿醉 の 現 れ る

時 は 副交感神經緊張 妝態 に あると云 つ て い る・

Bucky 　u ．　MUIIer は放射後の Leucocytensturz

は皮膚副交感沖經 が
一

定 の 刺戟歌態に 達 し始め て

反射的 に該作用 を起 す と云 つ て い る．

　 E．Burgheimは放射後1虹中 Cholesterin含有
’
量

減 少
，從っ てCholesterinに 富め る神經細胞は 影響

を蒙む る こ と大 きく， 放射後副交感 神經緊張 を呈

する と述 べ
， 更 に進んで Kater を説明せん とした．

Dietel 及 び Probst も之 と同 じ意見 で ある．　 H ．

Meyer ，
　 Holthausen等 は レ線照射 に よ り體細胞

i蛋白 の 障碍を來 し， そ の 結果 自律和經 系緊張 の 變

動 を來す と云 つ て い る．

　G ．H ．　Schneiderは レ線照射後 の 體温上 昇，呼吸

促迫 ，悪心 ，嘔吐 ， 食慾不振は副交感 抻經緊張亢

進 に基 き CholesterinWt少 は迷 走祚經 緊張亢進 を

意味す る と云 い ， 更 に宿醉 の 年齡的關係 と して 16

〜 60歳 の 間に て は 宿醉 の 傾 向著 しい が，15歳以下，

60歳以上 に て認むべ き反應 の ない の は ，未 だ性 腺

の 活動せ ざる時期 乃 至 は 既 に 活動閉止 せ る時期 に

は迷走神經の 緊張 を來すこ とが ない 故 なりと し，i
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

玉28  一62 レ 線深部照 射 の 自律碑 經 緊 張 状 態 へ の 影 響 巨 産婦 誌 7 卷 10號

内分泌 腺系統 と自律祚經 系 とは密接な關係 に ある

と弐 つ てい 70．本邦 に 於 て は鈴木 は 家兎及 び入體

實驗 よ りレ絲照射後 ア ド レ ナ リ ン 血壓作用が鉚制

され る こ とか ら副交感柿經緊張亢進 を來す と結論

して い る．飯 島は レ線照射痔血壓下降す るもの は

胃液．分泌 機 能 ，運 動機能促進せ られ宿酢症 歌を訴

うる もの多 し，之 は 自律神經緊張の 變化に よる も

の ならんと云 っ てい る．内野は ラジウ ム 照射時 の

宿醉發現時 に は 自律榊經不均衡歌態 帥ち副交感 紳

經緊張 の傾向 が見 られ る と云 っ て い る．平澤は ア

ド レ ナ リ ン は レ 線宿醉 を著明 に 抑制，K ．　 Cholin

は 促進的 に 勸 くとい つ て い る．又河邊 は基礎代謝
’

は レ線照 射後は低下する と述べ て い る．

　二乂 ヒの 如 くレ線照射 の 自律祚經緊張歌態 に 及ぼ

す影響 に つ い て は幾多 の 研 究 が あ る．余 は手術不

可能 子 宮癌 は交感紳經緊張亢進の 傾 向が レ線照射

後如何 に變動する か に つ い て 實驗 した．

　　　　　　　　　第 2 章　實驗方法

　堂科入院手 術不可能子宮癌患 者 にっ き レ 線宿醉症状の

襲現 して い る 時期及 び照射終 ∫時 をi巽び 測定 した e 實驗

方法及 び實融成績 の 判定 1ま ［産婦人科領域疾患 の 臼律神

經緊張状態 」 （皀旡述） とir可様で あ る。

　 レ 線装置

　島津製作所製　博愛A 號

　 霜 壓 160KVP ． 電流 3運 A ， 濾過板 Cu 　O．5十Al   。5

疝且1，　呂巨棗隹30cm

　貝農射里予　8 × 8c皿
〜 6 × 8cm ，半價11爵 CuO．84mm

　線 量 19．6rfmin （表 面 量 工囘 6uOr）

　　　 第 3 章 　 實 驗 成 績 （そ の 1 ）藥物學酌 試驗

　第 1節　實驗例 （1） ア ドレ ナ リン 試驗

　第 1例　r『10 フ ○，48j　3　m ，未産婦，子 宮頸部癌兼

骨盤結締織浸潤 レ 線照射61V配！2！V 　1949

　第 1囘照射後全身倦怠感 ， 頭痛 ， 眩暈， 惡心等の レ 線

宿醉症状現わ れ た．こ の 症状は 第 3 囘照射後まで反復せ

る も 次 第 に輕減 し，照 射 終 了 時 は殆 ん ど現 わ れ な か つ

た ．

　 （第 1 表，第 1圓） ア ド感受性 は 照射前 （
一

）で あ つ

た ．第 1 囘照 射後即 ち宿 酢 發現 時 は 感 受 性 は 多 少 減 退 し

た。照射終了翌 日 に於 て は殆ん ど照射前 に 囘復 した が 尚

僅 か に低下 してい る感があっ た。

　第 2 例 梶 ○ ソ 062 員 m ，10囘經産 ， 子宮頸部癖
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第 3 囘 照剔後輕度の 頭痛 が 約20時問程持續 した e

（第 2 表 ， 第 2 圖） 照射前 自律紳經平衡不安定型 で あ
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昭 和 3  年 9 月 1 目 申　 野 1281− 63

り，ア ド感受性 は （十）で輕度の 副症状が現れた．第 3
囘照射後は感受性低下 し （一）で あ り，副症状 は 現れな

か つ た．照射終了翌 ロでは術前に 囘復 し （十） とな り，

輕度 の 副症脈が 現れた．

　第 3 例　渋 OUO 　52j4m ，　 4 囘經産　子宮頸部癌

兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射ユ91W− 271W　 1949

　レ 線宿醉症状は 現れ な か つ た．

　（第 3 表 ， 第 3 圖）照 射前交感神經緊張型で， 副症状
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は相當強 く現 れた。第 2 囘 照射後感受性 は 僅 か に 低下 し

副症状は輕度であつ た．照 射終了翌 囗 では殆ん ど照射前
の 賦態 に同復して い た．但 し副症状 は尚輕度であっ た．

　第 4例 佐○ コ 058j10m 　 5囘經産 　子 宮腟部癌

秉骨盤結締織浸潤 レ 線照射 31K − 81K1949

　第 1囘照射後輕度の 頭痛 ， 全身倦怠感 ， 食慾不批 眩
暈等の 宿醉症状現 れ 翌鞭 で續 い た ．該症状 は 各照射後
現れ，照射終了後 も 3 日間續い た ．第 3囘照射後が最も

顯著であつ た．

　 （第 4表 ， 第 4 圖） ア ド感受性 は照射前 （一）であ っ

た が ・ 第 2 囘贈 援 購 副鍬 の 現れ て い る 時は 感受性
の低下が見 られた ．照射後第 2 日 に 於 て も第 2囘照射後
と同程度 に低下 しア ド感受性 の 囘復は未だ現 れ な か っ

た．

卸 節 實驗例   ア セ チ
ー

ル ヒ ヨ リン 試驗

　第 5 復∬　富○や0 　　3gj　Oln　　61匡1經産　　子宮頸部癌
兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射　工81糧一24醗 工948

　第 2 囘照射後頭重，全身特 に下肢の 倦怠 慰 輕度の 悪

心現れ，第 3囘 照射後稍 ぐ増強，輕 躄D 弦暑，全身 違和

5040151530lO

　IO　20

の

翻
畳
糖
ぎ

奉

5
目
団

脈

将
瑁
加

5
日

囿
血

圧・、亠
昇

卜

照　 　　 　　 オ 　　 　　 　 田

崇 1 警
第 5 表　富Q や ○

最 高 」虹

壓 下 降

度

脈搏 滅
少 度

白血 球

減少 率

血 糖 減

少 率

照射 3 艮．前 10．5％ 115．8％

第 3 囘照 射後

7561424

。2％ 17．2％
　 　 　 ト

照 射終 了 當 日 09 ・9・・％1・9・・％
第 5 圖 富○や ○ （ア セ 試驗）

血
糖

減
外

竃

圃

譜
 

臼
血，
厭

減
小’
恵「
已
H
日

り

腿

縛
減小／
喧瓢

圉「
つ

量

盈
ξ
穽

駁

國
5

丿OTO2 ，S20一

1515
鵜 1

器 1

昭

判 定

照

講　 1 馨

ー
1
卜

≡

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1282− 64 ン 線深 部照 射 の 自律稗經緊張 歌 態 へ の 影 響 日 産婦誌 7 卷 ／0號

第 6 表 阿 ○ マ ○ 第 7 表 　 杉 ○ ミ○

血

降
高
下

最
厭

度

照 射 4 日前

第 コ囘 照 射後

8

照 射 終 了 ．翌 日

812

脈簿．減
少 率

つり

7

白血 球 ．血 穂減
1

減 少 率 少庫
判 定

13％
121

％

1895％　@19

5 　　31 ％2
  　 　 　　 1　−一

．

一
）

i一 ）

（）圖

6

第

ﾆ
射
四
ヨ

前

血

糖

慨

少率

自
冠 球
盪
．

揖゚

．
減

少

篝 血 辱降 度 阿

}0

（
ア

セ

驗

）

オ
茴

射後
射 終 了 翌日 薩

謄 瞬 照 射

 O　　0 第2
照 射 後

C5　i

030@
　 錫

ﾐ

ﾆ射経了

2

目

122

7．
  87

9。6％ 艨減

  　 　
　t．−

　2

刀i一 ）1 繖

｢w彫

2525
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ｴ 加わつた ．然 るに第4囘 照射後

第 に症 状輕 度 と なり 照射 終 了後は全く症状消失した

　（ 第6 表，第5 圖 ） 照射前は 自律紳經平 衡安 定 型

あ った ，第 3 囘照射後即ちレ線 宿醉 の 最も著 明 の 時

アセ 感 受性亢進 し特に脈搏減少は14 で 判 定は （ 十 ）となつ

た 。 叉白 血 球 減少率ts 　 24 。 2 ％であつ た．即ち

線宿 醉症 状の 顯著の時は 著 明のアセ感 受性の亢進が

られた。 　第 6 例　 阿○マ 0 　53褐m未産婦　子宮頸部癌兼骨 盤

締 織 浸潤兼膀胱 浸潤　 レ線照射　 201

LX− 27 ノ｛ X 　 1948 　レ線宿醉症状は 殆んど

れなかつた． 　（ 窮 6 表e 第6 圓）照射前 交感祚經緊

型で あつた・第 1同 照射褒ア セ 感受性は照 射前と同程 度

何れも（一）で あった。照射終 了 後C 當日）は アセ

受団 …稍ミ亢進 し 特に 最高血壓 下降は12Mmd9 で判

は（十）であつた 。 　 第7例　杉
○ミO　a3 」1 m

T 囘 經産 　 子宮 頸 部癌 兼骨 盤 結締織浸潤レ線 照 射　1

1V − 2 δノV 　 1949 　第1 囘照射後 よ り輕度

頭痛， 全身倦 怠 1 蠱 現れ

・ 第 2 ， 第 §囘照射後も 同 程 度 の宿醉 症状現 れた が

鎔 4 囘 照射後は 現 れ な かつた d 　 （第7 表，第

､ ） 照射前はアセ感受 性（一 ） であ つ た が，第2 囘照射後

アセ感 受 性 尢 進し 特に 最 高血 壓 下 降は12mmlk

なり 判定 は（

） と なった． 照 射終了後は 照 射 前の賦態に近く囘復し

い たが 尚 多 少 の 感受 性 亢 進

ｪ
見
ら

れ
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第8 表 　冨○

o 照 3日前

2囘照射後

照射絡了後

震羅雅減霧

減

ｶり一

2 ・

0

6 ％ 　 1 　 　＿ 一 8

　
32
％

827

。
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％

。4

％

．
9
％

19

7
％

判

（＋） （

） （一）
  鬪 富 ○

O〔アセ試

）

照

荊
三

．
細

加

甲獄少単園闔 ■

漕 霎、攀目燈 觚博減少慣§5 最蠱屡鬣 5I

p02020i5 琢3030 　 　％毎 2c

20 オ ニ回

射 後 照 射 終 了後 2525 　　 L 兼骨盤結締

浸 潤レ線 照 射　2τハ1［ − 3 八】 區 1949 　第2 囘 s

3 囘，第 4 囘 照射 後 輕度 の 頭重1 齢 全 身 倦 怠 感が 現

た。 　（ 第 8 表 ， 第 8 圖） 照射前ア セ 感 受 性亢進し 特 に 最高
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減少 率 は 24．9％，最高血 壓 下 降 も13mmH9で あ つ た．照射

終了後は ア セ 感受性寧 ろ低下 し （
一

）となつ た．

　第 9 例　山○や 0 　54」4m 　 5 囘經産　 子宮頸部癌

秉骨盤結締織浸潤 レ 線照 射　15紐 一201珊 　1949

　第 1 囘照射後頭重 ， 全身倦怠感 ， 食慾不振が 現れ ． 第

3囘照射後更 に強度 とな り悪心．睡 眠 障爵 が現れ た．之

は 照射終了後 も 2 日 間續 き以 後消失 した ．

　 （第 9 表 ， 第 9 圖）照射前 ア セ 感受性 （
一

）で あ つ

た．第 3囘照射後即 ち宿醉症状の 強度 に現れて い る時は

　　　　　　　　 第 9 表 　 山 ○ や ○

最 高 血
　　　脈 樽 減 白血 球
壓 下 降
　 　 　 少 度 　 減 少 率
度

照 射 5 日前 i　O

第 ・ 雕 ・ 後1・・

照 騰 了 郵 i ・

551Z 16％

30．3％

工7。9％

　 　 　 レ

血 糖 減
1

　　　 劉 定
少牽

… ％i（一）

、2．2％1 

19・6％1（＋）

第 9 圖　山 ○ や ○ （ア セ 試 驗）
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ロ

5
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1515303σ
　 　 ％ ％

20292525

感受性亢進 し特 に 最高血壓下降 工111wnde， 自血球減少率

30．3％ とな り， 判定 （｛十）となつ た．照射終了翌 日 では

稍 e 低下 した る も 尚照射前に 比 し亢進が見られ脈搏減少

は 12と な り判定 は （＋ ） で あ つ た．

　第 3 節　小 括

　手術不可能子 宮癌は交感神經緊張亢進の傾 向に

あるが ， 照 射後は ア ド試驗 よ り交感禪經緊張 の低

下が見 られ ， 特に レ線宿醉症歌の現れ て い る時 が

最 も顯著 で あっ た ．照射終了時 は照射前の 欺態 に

近 づ い て い るが ， 倚 多少低下が み られた ．

　ア セ 試驗 よ り照 射後副交感禪經の 緊張亢進が み

られ特に レ線宿醉の 現！れ て い る時 に著 明で あっ

た （第 5，7，8，9，例 ）．照 射終 了後は緊張 亢進は 囘

復 し照 射前 の 状態 に 近 づ い て い るが倫多少 の 緊張

亢進が見 られた．之は特に 第 9例に於 て顯著で あ

り， 第 6 例は宿 醉症状 の現 れ な か っ た例で ある

が，第 1 囘照射後は 照 射前 と大差な く， 照射終了

當 目却 つ て副交感瀞經 の緊張 亢進が見 られ た，第

4 例では照射終了後は寧ろ ア セ 感受性は （一）と

な つ た．

　　　　第 4 章 　實 驗 成 鶴 （そ の 2） 皮 膚 紋 晝症

　第 1 節　實驗例

　第 1例 玉○竹 047jllm 　 6囘經産 　子宮頸部癌

兼骨盤結締織浸 潤 レ 線照射　11ノ皿一17岨　1948

　第 2囘 ， 第 3囘照射後輕度の 全身違和感 ， 眩暈 ， 頭重

等の レ 線宿醉症状現れ た が ， 第 4 囘照射後消失 した．

　 （第10表， 第10圖 ） 照射前は 潜伏時間 8 秒に て 正 常範

圍内に あ り， 發現強度 （1 ）で あ つ た ．第 2囘照射後は

潜伏時間 5秒 とな り正常範圍内 よ り短縮 し又發現強度は

（ll） に して 照射前 よ りは 強 く現れ た．照射終了翌 口 は

潜伏時間 5秒に して 短縮が現れ た が ， 發現強度 は （1）

になつ て い た．

　第 2例　長○ タ0 　35jllm　 未産婦　 子宮頸部癌兼

骨盤結締織浸潤 レ 線照射　171亅V− 23111r　 1948

　宿醉症状は殆ん ど現れ な か っ た．

　 （第 11表 ， 第 11圖）照射前は潜伏時間 9秒 に て 正常範

　　　　　　　　 第 10表 　玉 ○竹 O

1潛衢 剛 蠶 醸

照 射 前 日

第 2 囘照 射後

照 射絡 了 翌 日

8tt

5 ”

1

且

・厂 1 ・

第 10圏 　玉 O 竹 ○ （皮 膚紋 晝 反應）

10
”

6642

邑
貘
時
囘 lll

正

常

範
囲

圍 よ り延長し叉發現強度は （1）であつ た．第 3 囘照射
後潜伏時 問は 6秒 とな り正常範圍の下位に あ り叉發現強

度 は （1）であつ た．

　照射終了翌 日は 5秒 とな り短縮が見られ た が 發現強度

は （工）であつ た．

　第 3 例 山○ タ0 　51jgm 　11囘經産 子宮頸部癌

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 11表 　長 Q タ ○

　　　潛伏 時 間　　 發現 強 度

第 13表 　 井 0 サ ○

1
− ．

照 射 3 日前

第 3 圓 照 射 後

照 射終 了當 日

9 ”

5 “f

11

5 ” 1

第 11圖　長 ○ タ ○ （皮膚紋 書 反 應）
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露
固

兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射　 2雌 一・9iM 王948

　宿醉症状 ぽ第 1囘照射 後現 れ全 身倦怠感，頭 重，睡 眠

障碍等が現れ ， 第 2 ， 3 ， 4囘照射後も同様 の 症 状 が現

れ た が 第 6 囘照射後 は 殆ん ど現れ な か つ た．

　 （第12表 ， 第12圖） 照射前 は潜伏時間10秒で正常範園

よ り延長 し， 發現強度は （1）で あ つ た が ， 第 1囘照射

後 は 4 秒 とな り遙か に 短縮 して い るの が見られ獲現強度

は （D であっ た 。照射終了翌 日 は 5 秒 とな り第 1 囘照

射 後と同様短縮が見 られたが發現強度は （1） となつ て

　 　 　 　 　 　 　 　 第 12表 　 山 ○ タ ○

潛伏時 間　　 發 現 張 度

：ov 1

工

第 13圖　井○ サ ○（皮膚紋畫反 應）
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　第 到列　井o サ 0 　3Vjユユm

兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射

　第 4s

が現れ た の み で あ っ た。

照 射 直前

第 1 囘照射後 　　　 4”

照 射 終 了 翌 目

豆

5” 1

第 12圖　 自 ○ タ ○ （皮膚紋畫 反應）
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1σ！
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眼
弩

グ

　
プ

　

n
凵

爨
盛

尚

麝
終
了
翌
目

7囘經産　子宮頸部癌

　　　　　　　　 201蒲一25欟 19・A8

5囘照射後及び 照射終了翌 日輕度 の 全身倦怠感

　 （第13表 ， 第 ユ3鬧）照射前は潜伏時間10秒で正常範圍

よ り延長 して い た．發現強度は （D であつ た。第1 囘

照射後は短縮 して 7 秒とな り正 常範圍とな り， 照射終 了

翌 日は 6秒 となり正 常範圍 の最下位にあつ た．何れも發

現強度 は （1）で あ つ た．

　第 5 例　鈴○真 0 　56j　3　m 　 6 囘輕産　 子宮頸部癌

兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射　31！皿一 71亅V1949

　eg　3 囘 照射後輕度 の 頭重，睡眠障碍を訴え照射終了第

2 日 ま で現れ た．

　 （第 14表，第14固）照射前潜伏時間 6秒で正 常範園内

に あ り， 發現強度 は （ll　）であつ た。第 1囘照鮒後は 稍

ζ 短縮 して 5 秒 と な り發現強度 も〔皿）であ つ た が ， 照射

終了當日は 潜伏時間 7 秒 ， 發現強度 （1） とな り正 常範

圍内に あ つ た．

　第 6例 加 ○ キ 053 爲 m 未産婦 子宮頸部癌兼

骨盤結締織浸潤 レ 線照射　221Wlll− 2Tノ顕 1949

　第 1囘照射後全身倦怠感，食慾減退，悪心 ， 頭重等 の

副症肌 現 れ ， 第 4圖 照射 後 まで 續 い た が 以 後現れ な か つ

た。

　 （第15表 ， 第15圖）照射前は潜伏時 間11秒で 正 常範圍

よ り延長 し ， 發現 強 度 （1） であ つ た。第 1 囘照射後ぽ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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短縮 して 5 秒 とな り， 發現強度は （皿）とな り皮膚紋畫

症 は 強 く現れ た．照射終了後 （當日） は潜伏時間 8秒で

正 常範圍 内 に あ り發現強 度 も （1） と な つ た ，

　　　　　　　　 第 14表　鈴 ○ 眞 ○

欝 醐 亅難 簾

照封當 日

第 2 囘 照 射 後

照 射 終 了翌 日

6ノ’

5”
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」

7”
・ 1

第 14圖　鈴 ○ 眞○ 〔皮膚紋 書 反應）
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第 15表 　加 ○ キ ○

症は強 く現れ ， 濳伏 時間は短縮 し （4例は正 常範

園内よ り短 縮 し，2 例は正 常範圃内に あ っ た），發

現強度は （皿）は 3例 に見 られた．照射終了後は

宿醉症状 の現れ て い る時 よ りは稍 t 囘復 して い る

が倫照 射前 の 欺態に は 囘復せず濳伏時間短縮3例 ，

正 常範圍 内 3例で あっ たが發現強度は凡 て （1 ）

で あっ た ．之 よ りレ線照射後皮膚血管副交感 神經

末摺に緊張亢進默態が現れ ，特に宿醉症款 の 現 れ

て い る 時 に 薯明 に 緊張亢進 して い る事が知 られ

た．

　　　第 5章 　實 驗 成 繽 （そ の 3）寒冷血 壓試驗

　第 1飾　實驗例

　第 1例 遠○ サ 053jlm 　 7囘經産 　子宮頸部癌

兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射　15A］if〜20Ath 工949

　 レ 線宿醉症駄は殆ん ど現 れ な か つ た．

　 （第 16表，第 16囲）照射前最高血 壓 上昇 9    （＋）

で あ っ た が ， 第 2 囘照射後 4mm｝逗となり反懸 は弱 くな つ

た ．照射終了後 （當 日）で は 囘復 し 7m 皿｝  とな り照射前

に近 づ い て い た．
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第 16表 　 遠 ○ サ ○
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判定
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卸 剛 謝 後

II
照 射 絡 了 當 目

・2sr ・　 ・ （＋ ）

109 4 （± ）

115 7　　 （± ）

　 第 2 節 　ノ1、 　弍舌

　照射前に て は濳伏時間は正 常範圍内に あるか寧

ろ 廷長 し て い る傾 向に あっ た ．又發現強度は 1 例

龍 （互）で 他 は 凡 て （1 ）で あっ た 、印ち皮膚血

管 副交感 榊經 宋稍 の緊張状態 に異常はなか つ た．

濕 射後特に レ線宿醉の 現 れて い る時に は 皮膚紋畫

第16鬪　　遠 ○ サ ○ （寒 冷 血 壓 言式驗）
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　第 2 例 大○ ハ 044j7m

兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射

7 囘經産　子 宮 頸部癌

　　　　　　　　　　　　 301冗矼一 61〜酬【　1949

　第 1囘照射後頭痛 ， 全身倦怠感 ， 悪心 ， 睡眠障碍等の

L 線宿醉症状が現 れ た ．第 2 ， 第 3 囘照射後も同様 の 鑑
げ

状が 現 れた が ， 第 4囘照射後は現れな か っ た．

N 工工
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　　（第17表 ， 第IT圖）照射前 は 1mm｝  （± ）であ り反礁
は 非常 に弱 か つ た m 第 1囘照射後即 ち レ 線宿醉 の 強い 時

は （O ） となつ た．照射終了翌 日では 3 皿田｝逡とな り，照

射前 よ りは僅か に 強 く現れ た．

　第 3例　佐○ コ 0 　58」11m 　 IO囘經産　子宮頸 部癌

兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射　3 ハ弧
一101雛 1949

　 第 ユ囘照射後輕度の 頭重感 が現れ ， 照射終了翌 日 ま で

績い た 。

　 （第18表，第18圖）照 射 2 日 前 は 12rmnil9（升） で 反應

は強 く現れた．第 1囘照射後 は 5     （±） とな り反應

．は 弱 くな つ た 。照 射翌 囗で は 8 】皿 1セ と な り多少 囘 復 して

　 　 　 　 　 　 　 　 第 18表 　佐 ○ ＝ ○

　　　　　　齶糯囎

最

聾
壓1判定

羸 ， 目前 旨，、、　 、z　  

第 、囘照射後1108
照 射 翌 日 120

5 （± ）

8 （＋）

第 18圖　　で左○ コ ○ （寒 冷 血 壓 試 驗 ）
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い る が照射前 よ りは弱 か っ た 。

　第 崔例　栗○ ミ 0 　58」5m 　 8囘經産　 子宮頸部鯉

兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射　281顎一 31珊 1949

　第 2 囘照射後頭痛，眩最，惡心 ， 睡眠障碍等の レ 線窿

酵症状現 る．之は第 3 ， 4 囘照射後も續き， 第 4囘照射
．

後 よ り輕度 とな つ た が 照射終了 2 日 ま で績い た．

　 （第19表，第工9圖）照射前 6 皿 IH舘であ つ た が ， 第 3 囘
．

照射後即ち レ線宿醉 の強 い 時は全然反應な く （  ）であ．

つ た．照射終了翌 日 は 8     で照射前 に 囘復 して い た 。

　第5 例　藤 ○ ミ0 　63j8m 　 1囘 經産　 子宮 頸 部 癌

兼骨盤結締織浸潤 レ 線照射　 9バ厘一16雁 1949

　 レ 線宿醉症状 は 殆ん ど現れ な か っ た，

　 （第 20表，第 20圃 ）照射前12nunlJg（十D で 強 く反 應 し

た が ， 第 2囘照射後は 61  敗 （± ）とな り反應は弱 く環

れた。照射終了翌 日では 8　］nmd9 とな り， 第 2 囘照射後 よ

りは 多少囘復 した が照射前 よ りは遙 か に弱 か つ た。

　 第 2 節　小 　 　括

　手術不可能癌 では寒冷血壓試驗は強 く反應 しで

血 管運動神經特 に 交感 抻 經 に 緊張 亢進 の 存在 す

る こ とが分 つ たが ， 照射後は反應が弱 くなっ た e

特 に レ線宿醉症歌の現 れて い る時は反應が弱 い 傾

向に ある．照射終 了後は 宿醉症朕 の 現 れ て い る

時 よ り反應 の 低下は囘復 して い るが ， 照射前の 状
．

態 に は 未だ囘復 して い なか つ た ・印ち手術不 可態

子 宮癌 に あ りて は 血管運動祚經特に 交感 神經緊張

N 工工
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第 20表 　藤 ○ ミ ○

試 驗前 最 高 血 壓 1

　 　 　 　　 　 　 　 判 定
最 高 血 壓 　 上 昇 　 1

照 射 當 日

第 2 囘照射後

照 射 後 4 日 目

・・9 ［・2

　 　 　 　 6126

（幵 ）

131

（± ）

8　　 （＋）

第20圖　　藤 ○ ミ ○ 〔寒 冷 血 壓言式驗）
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亢進歌態 に あ るもの が，レ線照射後特 に宿醉症状

の 現 れ て い る時に は 緊張亢進が抑制せ られ て い

る．照射終了後 は そ の 状態が囘復せ られ て い る

が ，未だ照射 前の状態 に 至 つ て い ない 事が知 られ

た ．

　　　　　　　鏘 6 章　總　 　括

　 手術不可能子 宮癌は交感祚經緊張亢進歌態 にあ

る が レ線照射後藥物學的試驗 よ り副交感神經緊張

亢進が現 わ れ ， 特に レ線宿醉 の 現 れて い る時 に は

薯明 に緊張亢進 して い る の が見 られ た．照射終了

後は緊張亢進は 囘復 し，照射前の 歌態に 近づ い て

い たが徇多少 の緊張亢進が見 られた ．夊照 射後ア

ド感 受性 の 低下 が見 られ，特 に宿醉症歌の現われ

て い る時 には著明で あ つ た ．照 射終 了後は感受性

は 照射前の歌態 に 囘復 した が ， 尚多少 の 低下が見

られた ．皮膚紋畫症 よ り照射前異常はみ られ なか

っ た もの が照射後濳伏時間は短縮 し，發現強度 も

強 くな り皮膚血管副交感 瀞經末梢に 緊張亢進 の存

するこ とが知 られ た ．之は宿醉症状 の 現 わ れ て い

る時に 著明で あっ た ．照 射終了後は 照射前 の歌態

に 近づ い て い るが ，倫多少 の緊張 亢進歌態の 存す

る 事がわ か っ た 。寒冷血壓試驗 よ り照射前著明 な

反 應亢進の見 られ た もの が照 射後反應 の 低下 が現

れ ，1血管運動紳經特 に交感 紳經の緊張 亢進が抑訂

され る事が知 られた ．照射終了後はその状態は囘

復 して い るが未だ照 射前の 欺態 に は 囘復 して い な

い 事が分 っ た，

　以上の こ とよ り手術不 可能子 宮癌患者は交感禪
幽

經緊張亢進状態に あ る が ，レ線照射後副交感神經

緊張亢進が現われ特 に レ線宿醉の 強 い 時 は薯明で

ある．照射後は照射前の 歌態に近づ い て い る事が

分っ た ．而 して 既往 の 研 究 と大體一致 して い る も

の と思われる．

　　　　　　　第 7 章　結　　論

　 1） 藥物學的試驗よ リレ線照酎後副交感紳經緊

張亢進が現 れ宿醉症歇 の 現 われて い る時は薯明 に

亢進 して い る．照射終了後は 照射 前の 趺態に 囘復

するが ， 倚多少の 緊張亢進 の歌態 に ある・

　2） 皮膚紋書症 よ り照射後皮膚血管副交感神經、

末 稍に緊張 亢進が現 れ ， 特に 宿醉發現時は強度で

あっ た ．照射終了後は照射前の 状態に 近づ くが朿

だ多少 の 緊張亢進が見 られた ．

　 3） 寒冷血 壓試驗 よ り照 射後血管運動榊經特 に

交感神經緊張 亢進が抑制せ られ て い る．照 射後そ

の 歌態 ほ囘復 されて い るが未だ照射前の 欺態に は

致 つ て い な い ．

稿 を絡 る に 臨 か 絡始御 懇 篤 な る 御 指 導 と 御 校 闘 を賜

Jlた る 恩師 中 山 敏 授 に 衷 心 よ P 感 謝 の 意 を 表 す ．
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